LIPER公共図書館班2003年度報告書

 LIPER公共図書館班メンバー

小田光宏、薬袋秀樹（以上、研究分担者）

大谷康晴、大庭一郎、野末俊比古（以上、研究協力者）

 1．2003年度の活動概要

1.1　2004年度実施予定の公共図書館職員対象調査の方針決定

　LIPER公共図書館班（以下、「公共班」と記す）では、LIPER全体の活動方針に基づき、公共図書館職員を対象にした調査を2004年度に実施し、現行の図書館情報学教育の改善に資する知見を得ることを活動の趣旨とした。

　2003年度は、次年度実施予定の調査に向けて、基本方針を検討し、確認した。

　図書館情報学教育の改善と一言で言っても、資格制度、教育課程、教育内容、教育方法、教員資質など、多岐にわたる。

　公共班では、こうした様々な側面の中から焦点を合わせるべき面を検討し、結論として、教育課程及び教育方法に主眼を置きながら、併せて、他の側面に視野を広げていくことを了解した。

　また、先行する調査のレビューを行うとともに、現在進められている公共図書館職員を対象にした諸調査の概要に関する情報を関係者を通して入手し、検討の対象とした。

　とりわけ、1989年～1991年にかけて行われた科学研究費による調査プロジェクト（代表・長澤雅男・東京大学教授・当時）が、趣旨の点で共通していることから、この調査との連関を保ち、調査手法や調査項目の調整を行うことを了解した。

　また、この調査プロジェクトの公共図書館職員を対象にした調査結果が未発表であることから、その調査結果の一部を公表し、比較対照が可能になるようにすることを、基本方針の一つとした。

　さらに、2004年度実施の調査においては、質問紙調査を行うことを目指し、必要に応じて、他の調査方法を組み込んでいることを了解した。

1.2　予備調査の実施

　公共班では、上記調査を2004年度に実施することを前提として、調査対象の範囲を確定するとともに、調査項目、設問と選択肢の妥当性を確認することを主たる目的として、2003年度に予備調査を実施した。

　また、この予備調査においては、公共図書館職員の図書館情報学教育に対する意識や意見、イメージや感想などを、出来る限り幅広く拾い出すことも、目的とすることとした。

　こうした目的に基づいて、予備調査は、質問紙調査ではなく、聴き取り調査（訪問調査）によって行うこととした。

　また、調査対象となる職員が多様となるよう、以下の点を考慮しながら、交渉を行なった。

地域：全国各地にわたっていること。 

館種：職員が勤務している図書館が、都道府県、政令指定都市、一般市、町村と様々になること。 

資格：司書の有資格者だけではなく、無資格者をも対象に含めること。 

職位：対象となる職員が、館長、役職者、一般職員など、多岐にわたること。 

経験：図書館への勤務経験年数の長短が様々になること。 

　その結果、11の図書館の職員が対象となり、それにおいて、1時間半から2時間程度の時間をかけて、聴き取り調査を実施した。

　その概要については、後述する。

1.3　研究会の開催

　上記の活動を進めるために、公共班では、7月以降1か月に1度、ほぼ定期的に研究会を開催した。開催日時とその主たる検討内容は、下記に記すとおりである。

第1回研究会　　2003年7月24日(木)10:30-14:00

　（青山学院大学青山キャンパス　第13会議室）

近年の図書館情報学教育関連調査のレビュー 

調査目的の絞り込み

第2回研究会　　2003年8月19日(木)10:30-13:50

　（青山学院大学青山キャンパス　第13会議室）

調査目的の確認 

予備調査（聞き取り）の計画検討

第3回研究会　　2003年9月13日(土)10:30-12:30

　（青山学院大学青山キャンパス　ガウチャーメモリアルホールG801室）

予備調査の対象地域の選定 

調査項目の検討

第4回研究会　　2003年10月13日(土)10:30-12:30

　（青山学院大学青山キャンパス　ガウチャーメモリアルホールG803号室）

各メンバー担当調査対象者・地域の決定 

調査項目の検討

第5回研究会　　2003年11月13日(土)19:00-21:15

　（青山学院大学青山キャンパス　ガウチャーメモリアルホールG803号室）

聴き取り内容の調整 

調査票の検討

第6回研究会　　2003年12月13日(土)10:30-12:30

　（青山学院大学青山キャンパス　ガウチャーメモリアルホールG803号室）

予備調査結果報告（九州地区・中国地区）

第7回研究会　　2004年1月13日(火)17:00-20:00

　（青山学院大学青山キャンパス　第13会議室）

予備調査結果報告（関東地区）

第8回研究会　　2004年2月21日(土)17:00-20:00

　（青山学院大学青山キャンパス　ガウチャーメモリアルホールG803号室） 

予備調査報告（九州地区・関西地区）

 2．予備調査の実施概要

2.1　調査対象

　最終的に予備調査の対象とし、かつ、交渉の結果、調査の実施に至った図書館ならびに図書館職員は、下記の通りである。

　なお、聴き取り調査においては、それぞれの勤務実態や職位との関係で、公表を慎重にしなければならない内容もあると判断されることから、実名の公開は、現時点では差し控えることとする。

都道府県　 
館長ほか 
関西地区 

都道府県　 
役職者 

九州地区 

政令指定市 
館長 

中国地区 

一般市 
　　
館長 

関東地区 

一般市

館長 

九州地区 

一般市

役職者 

関東地区 

一般市 

一般職員 
関東地区 

一般市 

一般職員 
九州地区 

町村 

館長 

関西地区 

町村 

館長 

九州地区 

町村 

館長 

九州地区 

2.2　調査項目

　調査においては、下記の内容に関しての意見を聴取した。

　その際、「図書館職員に求められる技能・知識（分野）」と「司書講習科目の概要（単位数、時間数、ねらいなど）」を一覧表に整理し、それらに基づく見解を求めた。

図書館職員に求められる知識・技術に関する意見 

公共図書館（実践）において、職員に必要な知識・技術、また、重要な知識・技術 

一覧表に挙がっていないもので、必要な知識・技術 

すべての職員に、また、一部の職員にのみ必要な知識・技術 

現在の職員には不足している知識・技術 

養成課程で習得すべき、また、実務で習得すべき知識・技術 

現在の図書館情報学教育に関する意見 

司書資格（養成）制度 

司書講習の科目構成・時間数・内容 

図書館情報学教育（司書養成を含む）の今後の望ましい在り方 

回答者について 

現在の職位や業務内容 

これまでの職歴 

これまでの教育歴：学歴、専門分野 

資格とその取得方法 

2.3　調査結果

　
調査結果の詳細は別稿に譲るが、全体的には、多様な意見が存在し、時には相反する見解も出されている。

　また、知識・技術に対する尺度（必要性や重要性）の明確化が必要であることが確認できた。

　2004年度の調査では、予備調査のこうした結果を踏まえて、質問紙の設計を行う予定である。
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